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第 4 章では，結合部に非線形誘電体層を有する X形光カプラを提案し，反復差分ビーム伝搬法を適用して解析して




















(3) 結合部に非線形媒質層を設けた構造の方向性結合器を提案し， 1 光波入力および 2 光波入力の場合の特性をそれ
ぞれ明らかにして，本結合器が光一光スイッチとして応用の可能性を有することを示しているo
(4) 非線形誘電体層と損失誘電体層を有する単一コア導波路型光パワリミタを提案し，反復差分ビーム伝搬法を用い
た解析によってそのリミティング特性を明らかにしているo
以上のように本論文は，導波路型非線形光回路素子に関して多くの知見を得ており，通信工学の発展に寄与すると
ころが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
